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1　は　じ　め　に

作付体系に小麦を導入することは冬期間の土地利用率の

向上と夏作物の連作障害回避をはかるうえで，極めて有意

義と考えられる。しかしながら束北北部においてほ，気象

条件が厳しく，小麦跡に作付可能な畑作物は限定される。

このため，生育期間が短く小麦跡に栽培可能と考えられ

る大根・レタス・キャベツ・ブロッコリー・カリフラワー

の野菜5作物を選定し，小麦をコンバイン収穫し，麦梓を

兼1　供試作物・品種・耕種概要

全量圃場鋤込みした条件を中心に栽培の可能性を検討した。

2　■試　験　方　法

（1）試験場所・年次　岩手農試　昭和61年

（2）土壌条件　厚層腐植質多湿黒ポク土　高梨統

（8）供試作物・品種・耕種概要　（表1）

（4）試験区・施肥量（毎／10♂）（表2）

15）麦梓の鋤込法

アップカットロータリ　　2回掛

作　 物 品　　　 種 播種期 移植 期 定植期 畦　 幅 株　 間 10β当株数 備　　 考

大　　　　 根 耐 病 総 太 り 8月19日 －

8 月 4 日

70 cm 30cm 4．762

マルチ栽培レ　　 タ　　 ス エ　ク　シ　ー　ド 7月15日 －
100 cm2条 30cm 6．667

キ　 ャ　ベ　 ツ 青　　　　　 年 6月25日 7 月15日 8 月 1 日 70 cm 30cm 4，762

ブロッコリー 緑　　　　　 嶺 6月25日 7 月15日 8 月 1 日 70 cm 30cm 4，762

カリフラワー スノークラウン 6月25日 7 月15日 8 月 4 日 70 cm 45cm 3．175

轟2　試験区・施肥量（吻／10β）

作　　　　　 物 区　　 名 麦 梓 量 N P 20 5 K 20 備　　　　 考

大 槻 ・レ タ ス
麦 梓 触 込 み 4 3 0 14 ．4 ＋ 8．0 1 9 ．2 ＋ 2．0 14 ．4 ＋ 8．0 レ タ ス は 無 追 肥

麦 梓 搬 出 0 12 ．0 ＋ 8．0 1 6 ．0 ＋ 2．0 12 ．0 十 8．0

キ ャ ベ ツ ・ブ ロ ッコ リー 麦 梓 鋤 込 み 4 3 0 17 ．3 ＋ 8．0 2 3 ．0 ＋ 2．0 17 ．3 ＋ 8．0

カ リ フ ラ ワ ー 麦 梓 搬 出 0 14 ．4 ＋ 8．0 1 9 ．2 ＋ 2．0 14 ．4 ＋ 8．0

3　試　験　結　果

（り　大根

麦梓鋤込み区では出芽が劣り，欠株が10％発生したが出

芽後の生育は順調であった。基肥の2割増施により根の肥

大は良好で，個体当たりの棍重は麦梓搬出区と同等であっ

た。また多発が懸念された障害根の発生にも差が認められ

なかった。収量比は欠株率とはぼ比例した。

したがって，小麦跡への大根の導入に当たっては，欠株

防止対策の検討が必要である。なお麦梓鋤込みした場合の

施肥量は基肥2割増施で十分と考えられた。

（2）　レタス

麦梓鋤込み区における苗の活着は良好で，欠株の発生は

認められなかった。基肥の2割増施により括着後の生育は

旺盛となり，収穫期まで持続したため著しい大結球に至っ

た。このため総収量は増加したものの，販売可能収量は低

下した。したがって，小麦跡のレタス栽培は，生育が著し

く旺盛になることから麦梓鋤込みした場合の施肥量につい

て，更に検討が必要と考えられた。

18）キャベツ

麦梓鋤込み区における苗の活着は良好で，欠株の発生は

認められなかった。基肥の2割増施により生育は良好に持

ー153－



東北農業研究　　第　40　号（1987）

衰3　大根収量調査

根 長

（m ）

根‥径

（cm）

全 垂

（タ／／／′株）

調整重

くF／株）

障　害　根　 率 （％）

腐敗根 岐　 根 裂　 根 中　 根 計
4 2 l　 7 ．4 2．2 0 8 1，6 8 3 5．0 5 ．0 2 ．5 7 ．5 2 0 ．0 1 0 ．0

†
4 2 1 7 ．3

1．9 9 5 1，5 4 0 2 ．5 7 ，5 2 ．5 5 ．0 1 7 ．5 0

表4　レタス生育収量調査

最大彙 （00 ）l全 垂

l（打 株）

球 重

（乳／株）

球　径 （m ） l収穫株率

】 （％）長さ 幅 たて よこ
区　　名 規格別収量（吻／10α）

［L L L M S 外 計

2 4．6 34．6 1，13 7 7 0 2 1 5．0 1 8．3 8 1 3 5 8 6 2 9 3 6 5 0 2 ．4 3 9

2 4 ．5 33．1 1，0 3 8 6 0 9 13 ．6 1 6．2 8 4 7 7 0 1 ，5 3 2 1 2 7 10 9 8 6 4

麦繹鋤込み

麦梓搬出

表5　キャベツ生育収量調査

最大糞 （印）1全 垂

l（乳／株）
球 垂

（み／／株）

球　径 （m ）l収穫株率

l （％）長 さ 幅 たて よこ
区　名

規模別収量（吻／10〃）
し．些 l l L M S 外 計

麦梓鋤込み

麦梓搬出

3 7．9 3 2．1 2．5 0 7 1．64 5 13．5 2 1．7 9 6 5，17 8 1．428 0 0 9 3 0

3 8．5 3 2．0 2，4 5 7 1．63 8 13．7 2 1．7 9 8 3，23 4 2．384 0 0 1．98 7

蓑6　ブロッコリー生育収量調査

最大彙 （仰） 1全 垂

l（わ簡）
花蕾垂

（タ／／／株）

花蕾函‾面 ．

長 さ 幅 たて よこ L L L M S 外 計
6 5．8 2 2．1 1，8 7 4 34 7 1 1．7 13．1 9 5 4 7 1 1，0 3 5 5 7 0 0

6 3．4 2 2．9 1，7 8 3 3 17 1 1．5 1 2．6 9 7 49 4 5 8 8 3 8 7 0 0

垂7　カリフラワー生育収量調査

最大葉 （珊）l全量

卜が株）
花蕾垂

（ダ／株）

花蕾径 （m ）l収穫株率

l （％）長 さ 幅 たて よ こ L L L M S 外 計

7 7 ．0 30．9 2，4 3 1 6 7 9 1 3 ．7 1 5．8 8 9 0 9 0（l 6 3 7 3 0 6 6 8

7 6 ．0 3 1．2 2．8 9 1 7 9 6 1 4 ．9 17．2 9 2 17 5 1．5 9 7 3 8 0 16 6 0

続し球肥大も良好であった。総収量は麦梓鋤込みの有無に

かかわらず大差なく，販売可能収量は増加し，特に麦梓鋤

込みにより2Lクラスが増加した。また麦梓搬出区では，

規格外の増加が目立った。したがって，小麦跡へのキャベ

ツ導入では鋤込みした場合の施肥量は，基肥2割以内の増

施で十分と考えられた。

（4）ブロッコリー

麦梓鋤み区の苗の活着は良好で，欠株の発生は認めら

れなかった。麦梓勤込みでは基肥の2割増施により括着後

の生育は旺盛であったが，出蕾はやや遅れた。花蕾は大き

く，総収量も増加し，販売中心規格しの収量も多かった。

したがって，麦持鋤込みした場合の施肥量は，基肥2割

増施で十分と考えられた。

15〉　カリフラワー

麦繹鋤込み区の苗の活着は良好で，欠株の発生は認めら

れなかった。しかし，基肥を2割増施しても宿着後の生育

はやや劣った。このため花蕾はやや小さく，特に2Lクラ

ス以上が少なく，M・S級が多いことから生育の立遅れが

原因と思われる。

したがって，小麦跡へのカリフラワーの導入は可能であ

るが，麦梓鋤込みした場合の施肥量については更に検討が

必要と考えられた。

4　ま　　と　　め

小麦跡に栽培する野菜について，主に麦梓鋤込み条件に

おける施肥の影響を中心に検討した。

（り　大根・レタス・キャベツ・ブロッコリー・カリフラ

ワーの5作物とも小麦跡への導入は可能である。

（引　麦梓鋤込みにより大根では出芽が劣り，欠株防止の

検討が必要である。これに対し，移植栽培のレタス・キャ

ベツ・ブロッコリー・カリフラワーでは活着が良好で，欠

株の発生は認められなかった。

（31麦梓鋤込みした場合の施肥量は，大根・キャベツ・

ブロッコリーでは基肥2割増地で十分と考えられた。レタ

スでは基肥2割増施では大球化が著しいこと，カリフラワ

ーでは生育の立遅れが原因し減収となること等から更に詳

しい検討が必要と考えられた。
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